
 

 

 

 

 

  

 学究科２年生９名（男子２名、女子７名）が、信州大学理学部で行われた信州サイエンスキャ

ンプ「信州サイエンスミーティング」に参加しました。サイエンスミーティングとは、理数教育

の質の向上と将来の科学技術立国を担う人材を育成することを目的として理数科設置校、スーパ

ーサイエンスハイスクール（ＳＳＨ）指定校、及び自然科学系クラブ等が一堂に会して課題研究

の成果の交流を行うものです。午前中に各校の研究発表を行い、午後はポスターセッションを行

いました。本校からは、研究発表部門に学究科２年生が本年度行った課題研究の成果を、ポスタ

ーセッション部門に、課題研究の成果とサイエンスツアー、野外実習報告をポスターにまとめて

参加しました。研究発表では、各校の発表が終わると、他校の生徒から質問やアドバイスが相次

ぎ、互いに刺激を受け、高めあう機会となっていました。午後のポスターセッションには50余り

のポスターが展示され、研究の成果を説明し、質問を受けながら交流を深めました。 

 本校から参加した本日のテーマを以下に紹介します。 

 

 

長野県大町岳陽高等学校     学校歳時記 

平成 31年３月３日（日） 

サイエンスミーティング 

【研究発表】 

      ☆長野県白馬地域における細菌群集構造解析 

【ポスターセッション】 

      ☆落ち葉の栄養素 

☆身近なものでつくる梁の耐久性 

☆Ｇ－サイエンスツアー 

☆学びは教室で起きているんじゃない 現場で起きているんだ！！ 

         ～親海湿原から学ぶ生態学～ 

 


